
別紙２

　当組合の火葬炉熱計算については、原則として下記の数値等を用いることとする。
　数値等を変更する必要がある場合は、数値等を用いる提案書類に理由を示すこと。

65分［再燃焼バーナー着火～主燃焼バーナー消火］

都市ガス

１階炉室：２０℃　２階機械室：３０℃　外気：２０℃

全ての物質が炉室と同じ温度で開始する。

酸素：２１％　窒素：７９％

遺体：７５kg　柩：１５ｋｇ　副葬品：１０ｋｇ　［合計１００ｋｇ］

再燃焼炉出口温度：８５０℃

遺体：２．０　柩：１．５　副葬品：１．８　都市ガス：１．1

被燃焼物の化学的組成物と低位発熱量

都市ガスの組成等
（mol%）

燃焼物の組成

燃焼計算区分

各経過区間において、遺体・柩・副葬品は均一に燃焼するものと仮定する。

燃焼状況にある区分

火葬炉熱計算基本要件
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